
第
四
回

「
諏
訪
形
誌
を
歩
く
」

最
初
の
城
下
小
学
校

小
菅
訓
導
遭
難
事
故
と
小
菅
訓
導
殉
職
記
念
碑

諏
訪
形
自
治
会
で
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
「
上
田
市
わ
が
ま
ち
魅
力
ア

ッ
プ
応
援
事
業
」
の
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
『
諏
訪
形
誌
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
に
「
市
制
町
村
制
」

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
四
月

刊
行
に
際
し
て
「
本
を
出
し
て
終
わ
り
と
せ
ず
、
『
諏
訪
形
誌
』
を
地
域
の
活
動

が
施
行
さ
れ
、
城
下
村
が
誕
生
す
る
と
、
「
城
下
尋
常

二
四
日
、
遠
足
帰
り
の
上
田
尋
常
高

に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
方
針
で
「
諏
訪
形
誌
活
用
委
員
会
（
栁
澤
公
一

小
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。
明
治
二
三
年
（
一
八

等
小
学
校
本
校
部
の
一
部
生
徒
が
近

委
員
長
）
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

九
〇
年
）
に
は
、
現
在
の
上
田
電
鉄
城
下
駅
西
側
一

道
を
す
る
た
め
中
州
に
架
か
っ
て
い

帯
に
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ

た
板
橋
を
渡
り
始
め
ま
し
た
。
引
率

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
活
動
が
思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
い
面
も
あ
り

ま
で
の
「
若
宮
学
校
」
と
「
亮
功
学
校
」
は
な
く
な

の
教
師
が
注
意
を
し
た
矢
先
、
ひ
と

ま
し
た
が
、
『
諏
訪
形
誌
（
デ
ジ
タ
ル
版
）
』
で
公
開
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ

り
ま
し
た
。

り
の
生
徒
が
誤
っ
て
水
か
さ
の
増
す

ッ
プ
「
諏
訪
形
誌
を
歩
く
」
を
元
に
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

千
曲
川
に
転
落
し
、
流
さ
れ
て
し
ま

き
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
四
回
目
と
し
て
五
月
二
九
日
、
「
諏
訪
形
の
教
育
関

そ
の
後
、
城
下
尋
常
小
学
校
は
大
正
一
一
年
（
一

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
引
率
教
師
の

連
遺
跡
を
歩
く
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
二
二
年
）
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
の
小
菅
武
夫
が
救
助
に
向
か

い
、
生
徒
を
助
け
て
同
僚
に
託
し
ま

下
の
写
真
は
現
在
の
城
下
駅
西
側
で
す
が
、
当
時

し
た
。
し
か
し
、
小
菅
は
疲
労
と
雪

亮
功
学
校
跡

の
面
影
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

解
け
水
の
強
く
冷
た
い
水
流
に
よ
っ

て
水
中
に
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
御
所
の
「
亮
功
学
校
跡
」
に
集
合
し
、

上
田
高
校
旧
プ
ー
ル
跡

享
年
二
三
歳
、
教
師
に
な
っ
て
一
か
月
足
ら
ず
で
し
た
。

ス
タ
ー
ト
で
す
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
、
旧
制
上
田
中
学
校
に

我
が
身
を
犠
牲
に
し
て
教
え
子
を
救
っ
た
行
為
に
対
し
、
上
田
市
を
は
じ
め
各

御
所
の
古
刹
祥
雲
寺
は
戦
国
時
代
の
終
わ
り
に

水
泳
部
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
練
習
場
所
は
千
曲
川

地
の
多
く
の
教
育
関
係
者
、
市
内
の
新
聞
三
社
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
広
く
義
援

開
基
【
つ
く
ら
れ
た
こ
と
】
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

な
ど
だ
っ
た
た
め
、
十
分
な
練
習
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

金
を
募
り
、
殉
職
近
く
の
千
曲
川
畔
に
殉
職
記
念
碑
を
建
立
し
て
永
く
こ
の
偉
業

す
。

た
。
そ
こ
で
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
た
め
の
用
地
を
探
し
、

を
後
世
に
伝
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

版

諏
訪
形
の
堀
尾
地
籍(

現
高
田
屋
旅
館
東
側
）
の
土
地

そ
の
祥
雲
寺
に
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
に

を
同
窓
会
が
借
り
上
げ
て
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

若
宮
学
校
跡

ら

「
亮
功
学
校(

り
ょ
う
こ
う
が
っ
こ
う)

」
が
設
け

に
東
西
二
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
五
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー

ら
れ
、
中
之
条
村
、
御
所
村
、
諏
訪
形
村
、
小
牧

ル
が
完
成
し
ま
し
た
。

諏
訪
形
村
や
小
牧
村
の
子
ど
も
た
ち
が
遠
い
御
所
村

わ

村
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
亮
功
学
校
（
今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
出
発
点
）
ま

就
学
率
は
お
よ
そ
七
〇
％
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
プ
ー
ル
は
長
い
間
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
四

で
通
学
す
る
こ
と
は
不
便
だ
っ
た
の
で
、
明
治
八
年
（
一

か

〇
年
（
一
九
六
五
年
）
、
上
田
高
等
学
校
の
敷
地
内
に

八
七
五
年
）
諏
訪
形
村
に
「
諏
訪
形
学
校
」
が
開
校
し

本
格
的
な
プ
ー
ル
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
昭
和

ま
し
た
。
当
初
は
民
家
を
借
り
た
学
校
で
し
た
が
、
そ

和

四
三
年
（
一
九
六
八
年
）
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

の
後
、
小
牧
村
、
諏
訪
形
村
、
枝
村
の
須
川
か
ら
寄
付

金
を
集
め
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
年
）
に
若
宮
地

令

こ
の
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
所
は
現
在
で
は
住
宅
地
と

積
（
荒
神
宮
西
側
）
に
新
校
舎
を
建
設

な
っ
て
い
て
、
当
時
の
面
影
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

し
ま
し
た
。
当
初
「
智
仁
学
校
（
ち
じ

形

筆
塚
・
荒
神
宮
へ
の
道
し
る
べ

か
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
は
（
ち
ょ
っ
と
し
た
悪
さ
も
含

ん
が
っ
こ
う
）
」
と
称
し
て
い
ま
し
た

め
て
）
こ
の
プ
ー
ル
に
は
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ
る

が
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
年
）
に

訪

諏
訪
形
に
向
か
う
途
中
、
田
子
家
の
庭
に
あ
る
「
御

よ
う
で
す
。
「
諏
訪
形
の
教
育
関
連
遺
跡
を
歩
く
会
」

「
若
宮
学
校
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

所
の
筆
塚
」
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
こ
の
筆
塚
は
二
代

の
時
に
も
、
諏
訪
形
誌
活
用
委
員
会
の
北
沢
伴
康
顧
問
、

諏

目
田
子
栄
三
（
尚
廉
）
師
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
に

柳
澤
公
一
委
員
長
、
阿
部
和
子
委
員
な
ど
が
上
田
高
校
旧
プ
ー
ル
に
つ
い
て
い
ろ

な
お
現
在
、
こ
の
場
所
に
は
「
諏
訪
形
誌
刊
行
委
員

弟
子
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

い
ろ
な
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

会
」
に
よ
る
案
内
板
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
代
目
田
子
栄
三
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
た
諏
訪
形

左
の
写
真
は
当
時
の
様
子
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。

の
宮
下
理
兵
衛
は
そ
の
後
、
諏
訪
形
の
子
ど
も
た
ち
の

（
窪
田
善
雄
自
治
会
長

提
供
）

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
感
想

教
育
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

日

・
講
師
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
よ
く
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
。

６

ま
た
、
筆
塚
の
隣
に
は
「
荒

・
だ
ん
だ
ん
心
の
中
か
ら
消
え
て
い
く
も
の
を
見
直
せ
て
良
か
っ
た
。

１

神
宮
へ
の
道
標
」
も
置
か
れ
て

・
小
道
な
ど
「
こ
ん
な
所
に
あ
っ
た
ん
だ
ね
」
と
思
っ
た
。

月

い
て
、
往
時
の
荒
神
宮
の
賑
わ

・
御
所
の
井
戸
な
ど
見
過
ご
し
て
い
た
場
所
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
。

６

い
が
偲
ば
れ
ま
す
。

・
「
ト
イ
レ
は
ど
こ
で
？
」
心
配
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

・
（
歩
く
距
離
が
長
か
っ
た
の
で
）
少
々
歩
き
が
き
つ
か
っ
た
。

年４

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

和

詳
し
い
資
料
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
な
ど
は
「
諏
訪
形
誌
ウ
ェ
ブ
版

令

（h
ttp

s
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/
s
u
w
a
g
a
ta
.u
e
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a
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c
o
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m
o
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e
t/

）
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
好
町
橋
、
諏
訪
形
橋
が
あ
っ
た
場
所
を
通
っ
て
い

号

よ
い
よ
諏
訪
形
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
諏
訪
形
誌
活
用
委
員
会
で
は
七
月
後
半
に
第
五
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

０

ン
ト
「
須
川
へ
の
旧
道
と
須
川
地
区
内
散
策
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
後
日
回
覧

１

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第


